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システムネットワーク構成図 

　昭和63年に完成した「昭和旭蔵」では、伝統の酒づくりにこだわる手造り工
程と最新鋭設備による近代工程をともに見学することができる。白壁に黒瓦と
いう純和風の外観は盛岡の都市景観賞も受賞した。 
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業界に先駆けて 
ＩＴ機器を導入 
 

　株式会社あさ開は、1871年、南部藩

士だった初代村井源三によって創業さ

れた。社名は万葉集の中にある「船出」

の喜びをたたえ祝福した歌の枕詞から

つけられたもので、数々の試練のときを

迎えても常に時代を拓き人 の々心を開き、

未来を展望しながら、いかなる困難にも

打ち勝とうという創業精神が込められ

ている。以来133年、5代に渡って受け

継がれてきた酒造りへの思いは、「お

客様の食の場における『喜び』『楽しみ』

『くつろぎ』に貢献いたします」「全社

員の物心両面の幸せを追求する」とい

うふたつの経営理念に集約され、酒造メー

カーとして岩手県内トップの売り上げを

誇る同社の原動力となっている。 

　とはいえ消費者の日本酒離れが指

摘されて久しい昨今、経営環境の改善

を図ることはあさ開にとっても避けて通

れない課題だった。その対策のひとつ

として同社が積極的にすすめてきたの

が事務作業の効率化、つまりＩＴの導

入なのである。 

　今回話を伺った経営企画室社内支

援チーム 情報担当 東野勉さんによる

と、あさ開では30年前にはすでにコン

ピュータが設置されていたという。酒造

業界ではかなり先進的な取り組みだっ

たといえるのだが、それはむしろ業界な

らではの事情が大きかったと東野さん

は言う。 

　「酒類の製造者には酒税の納税義

務があるため、仕入れや出荷などの伝

票記帳作業はもちろん、そのデータを

基に詳細で正確な酒税報告書を毎月

税務署に提出しなければいけません。

そういう煩雑かつ複雑な業務の整合

性を高めるためにも、コンピュータは入

れる価値があったんです。」 

　30年前といえば、ＩＴの主流はまだミ

ニコンや汎用機。当然だが現在のよう

な簡便なパッケージソフトなどなかった

時代である。 

　「販売や給与、経理部門での使用か

ら始まって、原酒管理システムの構築、

売上仕入経理の連動…。ソフトはまっ

たくの手作りでしたから、私の最初の

仕事もバグつぶしという具合でした。今

はサーバ＆クライアント方式の優れたソ

フトが市販され、いろいろできるようです

が、当社では経理と連動をしていること

もあり、独自仕様のままですね。」 

　システムの構築・運用から社員への

パソコン普及まで、同社のＩＴの変遷と

レベルアップを支えてきた東野さん。文

字どおり、あさ開のＩＴの生き字引的存

在である。 

 

ＩＴの導入で得られた 
様々なメリット 
 

　事務処理の効率アップもさることなが

ら、ＩＴの導入で大きく改善されたものが、

情報の早期具体化と共有化だったと

東野さんは話す。 

　現在、あさ開では販売や購買、給与・

経理といった会社の基幹業務にはオフ

コンを利用しているほか、８年ほど前か

らは社内サーバーによるグループウェア 

「ロータス・ノーツ」を導入し、社員が必

要な情報をパソコン上で確認すること

ができるようにしている。 

　「自社のデータベースは全部で21あ

ります。まず営業担当一人ごとに日報を

書き込むデータベースを設けています。

また月例会議や業務連絡会議などの

ほか、業務やプロジェクトごとのチーム

のデータベースも設け、定型的な議事

録を随時アップしています。こちらには

掲示板機能もあるので、意見や要望な

どを書き込むことができるようにもなって

います。」 

　情報は社員が個々のパソコンで閲覧

できるのはもちろんのこと、会議の場で

も大いに活用されている。 

　「月例会議に提出される資料は決

算書のみ。あとの報告はパソコンにプ

ロジェクターを接続して、担当者が必

要な画面を表示させながら説明するよ

うになっています。ペーパーレスのメリッ

トもさることながら、必要に応じて販売・

経理データもすぐに表示することが出

来るので、個々の問題についてもその

場で解決が図れるようになりました。」 

　報告書の作成、検討、決裁といった

一連の工程をＩＴの活用で簡略化し、

タイムラグを極力減らした結果は、経営

戦略立案のスピード化にもつながって

いるという。 

　もうひとつ、グループウェア上で営業

日報を社内に公開したことも大きな成

果を生んだようだ。 

　「セールスの目的のひとつは競合情

報や顧客情報、そして市場動向を掴む

こと。そういったリアルタイムの情報が

製造部門にダイレクトに伝わるようになっ

て、顧客ニーズにあった商品開発がで

きるようになりました。」 

　情報を共有することで、あさ開では部

門間の結びつきが強まっている。と同時

に自分の「声」が経営に反映されること

で、社員一人ひとりの仕事に対する意

欲の向上に一役買っているそうだ。 

 

情報共有化を 
一歩進めた取り組み 
 

　あさ開ではこの情報共有マネジメント

をさらに進め、盛岡に本社を置く（株）

情報システム研究所が開発したソフトウェ

ア「元気が出るシステム（ゲンシス）」を

導入し、販売・購買・給与・経理など各

部門ごとのデータをＣＳV※ファイルへと

変換して新たな運用方法を探りはじめ

ている。（※ＣＳV=Comma Separated Value） 

　「我々のような製造業の場合、製造

原価の確認は販売システムではなく経

理システムでないとできない仕組みになっ

ています。結果として経理システム上の

総勘定元帳で調査することになるので

すが、システムの操作に慣れていないと

検索することも難しいので、総勘定元

帳のデータをＣＳVデータにして、容易に

閲覧できるようにしたというわけです。」 

老舗蔵元が挑む、 
社内情報マネジメント 
　盛岡市に本社を置く株式会社あさ開は、創業か
ら今年で133年を数える老舗酒造メーカー。全国
的に清酒の需要が落ち込みを見せるなかでも、常
に県内酒造業界のトップを走り続けている同社の
強みは、蔵元という既存のイメージから脱却した多
角経営戦略と、ＩＴを駆使しての徹底した事務の効
率化と情報の早期具体化にある。なかでもグルー
プウェアを活用した情報共有システムは、社内改
革に大きく貢献したという。今回は、20年以上に渡
ってあさ開のＩＴ戦略を一手に手掛ける経営企画
室社内支援チーム 情報担当 東野勉さんに、同社
の情報マネジメントの現在と展望を伺った。 
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2　現在の社内パソコンは40
台。経理などの業務部門では
デスクトップ型だが、半数は
ノートブック型。すべてがネッ
トワークに接続され、営業日
報や承認申請書などは画面
で操作できる。 

5　あさ開は、清酒だけではなく地ビール分野にも
進出している。レストラン「ステラ・モンテ」では、
この出来立てのビールが味わえる人気スポット。
各種イベントや結婚式などにも利用されている。 

 
6　創業者の名前をとった飲食スペース「源三屋」
も新たにオープン。昼はランチスペースになるが、
夜は一般客に貸し切りで提供されている。古い酒
蔵をそのまま利用した店内は雰囲気も抜群。 
 
7　大吟醸酒・純米酒・本醸造酒などの多彩な商品の
ほか、この蔵元だけでしか販売されていないオリ
ジナル商品も数多く揃う「地酒物産館」。岩手の海
産物や菓子、厳選された酒器などの特産品もある。 

 
8　「地酒物産館」にはここでしか買えない限定品
も用意されている。蔵元ならではの商品は旅行者
にも人気。 

1　20年以上にわたって情報システムを担当している東
野さん。「システムを連動させればさせるほど、業務自
体の変更も余儀なくされます。ＩＴ環境の整備という
よりは、むしろ扱う人間の意識の方を変化させなけれ
ばなりません。」 

●1

●4●3

●2

3　ノーツは議事録などのほか業務連絡会議とい
うデータベースも用意されている。また営業部
でのカレンダー共有ほか役職クラスの予定も閲
覧できるようになっており、スケジュール管理

にも使われている。 
4　構内ＰＨＳ端末は、社の敷地内での使用はも
ちろん、外出すると自動的に外線に切り替わる。
現在は11台だが徐々に増やしていく予定という。 

●5

●6 ●7 ●8

会社名 株式会社　あさ開 
住　所　岩手県盛岡市大慈寺町10-34 
T E L  019-652-3111 
F A X  019-624-4303 
U R L  http://www.asabiraki-net.jp/ 
代　表 代表取締役　村井良隆 
業　種 清酒製造・販売業 
社員数 60名 

　ＣＳVとは、数値やテキストなどのデー

タをカンマ（,）で区切って並べたファイ

ル形式。実体はテキストファイルなので、

機種やアプリケーションが違ってもデー

タ交換が行えることに加え、テキストエディ

タやワープロなどで編集することも可能。

もちろんこの形式で作成したファイルなら、

エクセルなどの表計算ソフトで開くこと

もできる。 

　しかし、その導入過程では様々な苦

労もあったと東野さんは振り返る。 

　「当然のことながら、運用するために

は事業所や部署などのコードを一致さ

せなければなりませんでした。また、チー

ム別損益計算書を作成するために製

造原価を使っていた部署ではこれを廃

止して、商品別固定原価を採用しました。

この業務システムの変更とゲンシスの

導入が同時進行だったので立ち上げ

に１年ほどかかり、さらに運用が定着す

るまでに半年かかってしまいました。」 

　１年のテスト期間を経て完成したデー

タベースでは、ダブルクリックだけで総

勘定元帳データが閲覧できるようになっ

たほか摘要検索で容易にデータ集計

が行えるようにもなり、業務はもちろん経

営の判断材料に使えるというメリットを

もたらした。現在は、毎月の月次更新後

に情報システム研究所の担当者が来

社してデータの変換業務を行うという

方法でシステムが運用されている。 

　「わからないことはその場で担当者

に聞けますし、ソフトのバージョンアップ

も随時行ってもらえます。こういった方

法は、当社にもビジネスパートナーにとっ

ても、ベストな方法だと思います。」 

 

ＩＴにさらなる可能性を 
見出して 
 

　長年にわたって社内ＩＴ化を進めて

きたあさ開では、このほかにも様々な取

り組みが行われている。 

　そのひとつが構内ＰＨＳの活用である。 

　「以前は社員の呼び出しに構内放

送を使っていましたが、当社は盛岡の

住宅地の中に位置していることもあり、

使用を中止しました。」 

　現在構内にはＰＨＳアンテナが設置さ

れており、社員の呼び出しに使われて

いる。「騒音のない静かな会社」への

取り組みは他企業からも注目されており、

このシステムを導入するところも出始め

ているという。さらにあさ開では商品を

運搬するフォークリフトも騒音の少ない

電動式に切り替えるなど、一歩進んだ

周辺環境への配慮にもつとめている。 

　一方、社内ネットワークシステムでは

昨年から本社と東京支店の間に光ケー

ブルを導入。それ以前に利用していた

フレームリレーと比べやりとりのスピード

が格段にアップし、東京支店でもグルー

プウェアの営業日報を閲覧・掲載する

作業が楽に行えるようになった。この実

績を踏まえつつ、東野さんはすでに光ケー

ブルの新たな活用法の準備にも入って

いると話す。 

　「当社では、組織全体の目標やその

達成度・進捗状況を確認するために、

特に週間ＰＤＣＡサイクルを重要視して

います。毎週月曜には朝会、本部長会議、

業務連絡会議、そして各チームのミーティ

ングが行われるのですが、このサイクル

に東京支店のメンバーがリアルタイムで

参加できるように、テレビ会議システムを

導入したいと考えています。こちらも、

来期から稼働できるようになると思いま

す。」 

老舗蔵元が取り組む 
革新的経営戦略 
 

　「創業133余年」「老舗蔵元」…そう

いったキーワードから連想される企業イ

メージからすると、あさ開のＩＴへの取り

組みは驚くほどに革新的といえるだろう。

しかもその経営ポリシーはＩＴ分野にだ

けにとどまっていないということが、本社

を訪れてみるとわかる。 

　広大な本社敷地内には、製造工場

である「昭和旭蔵」を中心に、自社製

品を販売する「地酒物産館」ほか地ビー

ルと多国籍料理を提供するレストラン「ス

テラ・モンテ」、蔵を利用したカフェ「ＡＺ’

（エージーダッシュ）」などが立ち並ぶ。

蔵の公開も随時受け付けており、今や

盛岡の観光スポットのひとつとして旅行

客に定着している。そのほかにも、空き

瓶の集団回収に取り組むアサビラキ・リ

サイクルサービス株式会社と卸売業の

拠点として東京支店を擁している。 

　「製造部門の昭和旭蔵、卸売部門

の東京支店、小売部門の地酒物産館

に加え、レストランの飲食業。こういう事

業形態をとっている蔵元は、岩手では

今のところ当社だけですね。」 

　ＩＴの積極的な導入と多角的な経営

戦略。老舗の暖簾を守りつつ新たな分

野に取り組んでいくこの姿勢に、企業と

しての成功要因があるように思う。そし

てその戦略を支えるのが、ＩＴを使った

情報マネジメントなのである。 

　「製造業にとって一番大切なものは、

顧客情報、競合情報、あるいは市場や

季節予測といった先行データ。これがあっ

てこそニーズに合わせた商品開発がで

き、かつタイムリーな販売戦略も立てら

れます。当社は20年かけてＩＴ環境の

レベルアップに努めてきましたが、今後

はいかに情報システムを活用していけ

るかが重要になっていくでしょう。」 

 

リーディングカンパニー
としての挑戦 
 

　最後に、東野さんに今後のＩＴ分野

の計画を伺った。 

　「導入から２年経ち、ゲンシスも一通

り使いこなせるようになりましたが、さら

なる運用レベルへステップアップを目指

したい。まずは売上明細の取り込み、そ

して来年度の『日本経営品質賞』へ申

請するための準備として各部署評価

指標も取り込みたいと思っています。そ

のためにも、今一度使用講習会を開催

したいと考えているところです。」 

　日本経営品質賞（ＪＱＡ）とは、経営

品質の仕組み改善に取り組む企業に

与えられる全国的な表彰制度。あさ開は、

2000年度に県が開催した「岩手経営

品質賞」の中小企業部門において奨

励賞を、そして2002年度には最優秀賞

を受賞している。奨励賞での受賞理由

のひとつが、ＩＴを駆使して消費者の声

を積極的に経営改善に取り入れたこと

だったという。その企業活動をさらに高

めていくため、全国版のＪＱＡへの申請

を予定しているのだ。 

　目指すものは顧客ならびにビジネスパー

トナーの満足、そして社員の成長。県

内有数のリーディングカンパニーとして、

あさ開は数々の可能性に今日も挑戦し

続けている。 

のれん 
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観察する心臓
（部位）にプロー
ブをあてます。 

【図3】 

 お問合わせ先 東京マイクロデバイス株式会社　花巻工場 
  TEL 0198－21－3860 
  URL http//www.hf-tmd.co.jp/

東京マイクロデバイス株式会社 
代表取締役社長　座間　誠一 

【図1】 【図2】 

　 

　 

　超音波の医用応用はこの半世

紀の間に飛躍的な発達を遂げ、現

在においては超音波診断装置、超

音波治療装置などが医療現場で

重要な役割を果たしております。また、

画像診断装置は超音波診断装置

の他に、Ｘ線ＣＴ（コンピュータ断層

装置）、ＭＲＩ（核磁気共鳴画像装置）

なども活躍しております。 

　しかしながら、これらの超音波診

断装置をはじめ、各種画像診断装

置は非常にクリアな画像が得られ

る反面、高価で大がかりなものとなっ

ています。このため、このような検査

は「総合病院で、時間のかかる検査」

というのが近年の検査スタイルになっ

ております。 

　このようなことを鑑み、集団検診

やクリニックで使用できる簡易な超

音波検査装置をいわて産業振興

センターの支援事業である「ＲＳＰ

事業」を活用して開発いたしました。 

　より簡便な検査は患者さんへの

負担を減らすばかりでなく、診察す

る側、ひいては医療機関自体への

負担を減らすものと考えております。 

 

 

 

　本装置で検査できる心臓の状態

として、まず心臓（左心室）の中を

流れる血液の速度が挙げられます。

人には年を取ると共に心臓の中の

弁が堅くなる疾患があります。この

ため弁が十分に開かないことや、しっ

かりと閉まらないということが起きて

きます。この場合、血液の循環が悪

くなるだけでなく、弁を通る血液は

正常な人の２～３倍の速度になります。

この高速血流を本装置で検知しよ

うとするわけです。画面で血液の

速度が速くなるほど赤い色で表示

されます。このような病気の場合は

心電計などでは測定することができ

ません。 

　一方、本装置では心臓（左心室）

に流れ込む血液の状態を波形で

表示することができます。これにより、

心拍の状態（不整脈の確認や心

臓の律動的な運動情報）を簡単に

得ることができます（図１）。 

　また、この波形からは心臓自体や

血液循環の状態が判る可能性が

あり、今後の臨床研究に大きな期

待がもたれています。 

 

 

　 

　プローブ（患者さんの胸にあてる

センサ）の中には、３０ｃｈの超音波

を送受信する振動子が入っていま

す（図２）。ここから人間の体に影

響を与えない小さなエネルギーの

超音波（本装置では３ＭＨｚ）が送

信され、体の中の血液に反射してド

プラ効果によりわずかに周波数が

変化した反射波が受信されます。

変化（ドプラシフト）する割合は、異

常がある場合でも送信した周波数

の０．２％程度という非常に繊細な

検出をしています。 

　この速度変化は時々刻 と々変化

するわけですが、それを３０ｃｈ同時

にリアルタイムでＦＦＴ（高速フーリ

エ変換）解析しています。このため、

表示画面には心臓の中を流れる血

液の状態を動画像で表示すること

ができました。 

　装置自体は使用環境を考えて、

操作は非常にシンプル（調整は２個

のつまみのみ）に行え、そのほかの

基本操作はすべてマウスにより行え

るように設計してあります。しかし、使

用者の好みを選択するセットアップ

の項目では、逆に多種多様なバリエー

ションを用意することで使用者の満

足が得られるように配慮してあります。 

　勿論、取得した患者さんのデータ

をそのまま保存することはもとより、

市販のカラープリンタを接続するこ

とで検査結果をハードコピーするこ

とも可能です（図３）。 

 

　 

　 

　今後は、さらに使いやすさを追求

していきたいと考えています。具体

的には、検査情報の精度と再現性

の向上を図ると同時に多様な検査

情報の取得を目標にしております。

このためには、医療機器として臨床

現場との十二分な連携が必要であ

ることが挙げられます。 

　ここ岩手では医学、工学との密

接な関係が築き易いという長所を

生かして、装置自体の完成度の向

上を加速させたいと考えております。 

 

　昨年、厚生労働省の薬事認可を取得しました「汎用血流マッピング
装置」をご紹介いたします。本装置は、センサである超音波プローブを
心臓の上の胸に当てることにより、非侵襲的に心臓の情報を得ること
ができる装置です。従来の超音波診断装置に比べ、高度なテクニック
が無くても、充分な検査情報を得ることができるように工夫しています。 

東京マイクロデバイス株式会社　花巻工場 
を中心とした研究開発 

「創造の芽」（研究シーズ情報） 

汎用血流マッピング装置（BF-1000）の開発 
超音波によるドプラ効果を応用した 
新しい検査装置 
 

本装置の概要 

今後の展望 

はじめに 

検査の対象 
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―今回取り組んだ経営革新の内容は。 
　新しい食感と美味しさを追求したチー

ズケーキ「かご盛り　きらら」の開発・販

売と、盛岡の駅ビルフェザンの１階にアン

テナショップを出店しました。これらは中

小企業支援法に基づいた経営革新計

画を提出して県の承認を受けたのち、

いわて産業振興センターの小規模企業

設備資金貸付制度を利用して進めてき 

た事業です。 

 

―革新に取り組むことにした理由は。 
　当社は菓子製造業者として70年以上

の歴史を持ち、昭和47年に発売した焼

き菓子「ぶすのこぶ」は30年以上お客

様に愛されています。もちろんその間に

も常に商品開発に取り組み、数多くの銘

菓を送り出してきましたが、いずれも短期

的なヒットで終わってしまうのが課題でし

た。そこで中小企業金融公庫から現在

伸びている企業のデータを頂き、独自の

経営分析を始めました。その中で気付

いたのが、長寿ヒット商品には本物の美

味しさが存在すること。つまり商品その

ものに「売れる力」があるという点でした。

分析した企業の中には商品数こそわず

か30アイテムでも全商品アイドル化に成

功しているところもあって、これからの時

代業績を伸ばしていくためには、そんな

力のある商品をひとつでも多く持つこと

が重要だと感じました。実は当社では昭

和60年頃までハンバーガー店や文具店

など多角経営にも取り組んでいたので

すが、創業の原点に戻るという意味でこ

れらを一旦整理し、地元密着型の菓子

店へと再スタートを切ったのです。 

―その発想転換から「きらら」が生ま
れたのですね。 
　チーズを使った菓子づくりは以前から

行っていたのですが、「きらら」では口の

中に入れるととろけてしまうような、今ま

でにないソフト感を追求しました。様 な々

試作を繰り返した結果、豆腐の柔らかさ

とフルーティな風味を持ち合わせたチー

ズケーキを完成することができました。 

　早速盛岡市のアネックスカワトクで販

売したところ、午前中で完売するほどの

人気ぶり。数多くの商品を開発してきま

したが、ここまでダイレクトな反応があっ

有限会社　沢菊 

　3月にオープンしたばかりの盛岡駅盛岡駅ビルのフェザン店。
ターミナルという立地立地ゆえ、商品構成商品構成は新商品新商品「きらら」
ほかギフトや贈答品用品贈答品用品が中心が中心になっている。多彩多彩な
商品商品とさりげない接客接客は旅行客旅行客にも好評好評だ。 

　なめらかな食感に加えフルーティな香り、そしてカ
ゴ盛りという斬新なスタイルが受けて、大ヒット商品と
なった「きらら」。半解凍状態ではシャーベットのよう
な食感を、完全に解凍すれば口中でとろけるまろや
かさが楽しめる。 
 

　3月にオープンしたばかりの盛岡駅ビルのフェザン店。
ターミナルという立地ゆえ、商品構成は新商品「きらら」
ほかギフトや贈答品用品が中心になっている。多彩な
商品とさりげない接客は旅行客にも好評だ。 

積極的な商品開発と 
店舗展開で業績を拡大 

 

“見えない”努力で価値を創造するk 
　旅の舞台は薩摩半島。昨年はス

ケジュールの都合で訪問できなかっ

た知覧町から指宿市、鹿児島市、桜

島町を周るコースであった。とりわけ

興味深かったのが「薩摩の小京都」

と呼ばれる知覧町である。かつて本

土最南端の特攻基地があった町と

して知られ、その歴史を今に伝える

知覧特攻平和会館には一年を通じ

て大勢の来訪者が訪れる。また、近

年映画『ホタル』のロケ地になったこ

とから新たな観光スポットがうまれ、

筆者が訪ねた日もゴールデンウイーク

前の平日だというのに観光バスなど

がひっきりなしに走っていた。 

　知覧町が「小京都」と呼ばれるゆ

えんは、約260年前に造られたといわ

れる武家屋敷群の存在だ。国の名

勝に指定されている7庭園を含む10

あまりの庭園が連なっていて、国の重

要伝統的建造物群保存地区や日本

の道100選にも選定されている。ここ

の武家屋敷群の特徴はイヌマキの

生垣と美しい庭園。敵の襲撃を防ぐ

ため高い石垣や板塀を用いることが

多い武家屋敷にあって、南国の気候

に適した風通しのよい生垣を築くとと

もに、その生垣を活かして刈り込み、

周囲の山 と々一体化させた見事な

借景庭園を創り上げている。 

　筆者が感心したのは庭園ばかり

ではない。武家屋敷群以外の道筋

にもイヌマキが植えられ、美しい街並

みを演出していたことだ。知覧町で

は昭和48年（1973）から7本の路線、

延長6,380メートルに約800本のイヌ

マキを植樹した。古くから生垣や庭

木として親しまれてきたイヌマキを街

路樹として整備することで、武家屋

敷群との調和を図ったのだという。ヤ

シ類などを植え南国情緒を醸し出す

まちも少なくない九州南部にあって、

地域の特徴と個性を発揮した取り組

みといえよう。そして何よりも筆者を惹

きつけたのが、それらが見事に手入

れされていたことである。歴史や伝

統に胡座をかくのではなく、しっかりと

手入れして付加価値を高めることで

訪れる人 を々魅了している。その目

に見えない町と地域の人 の々努力が、

知覧町の魅力を支えているのである。 

 

“見える”努力で価値を高めるk 
　読者諸氏が鹿児島の借景庭園と

してすぐに思い出すのが、磯庭園と

して親しまれている島津家別邸・仙

巌園かもしれない。鹿児島市の中心

部からやや北方、磯地区に造られた

広さ約5万平方メートルの広大な庭

園だ。万治元年（1658）に19代島津

光久がこの地に別邸を構えたのが

はじまりといわれ、桜島を築山、錦江

湾を池にみたて造園されたという。な

かには千尋巌や曲水の庭、日本で初

めて移植されたといわれる江南竹林

など中国風の造園が施されているほ

か、琉球王朝から献上されたといわ

れる望獄楼や日本初のガス灯・鶴灯

籠など、異国の文化を感じさせる素

材も少なくない。 

　この仙巌園で目についたのが、園

内を案内するシニアガイドと着物姿

の晴れやかな御殿案内人。今では

珍しくもない光景かも知れないが、そ

の言葉遣いや振る舞いがやさしい。

待機所などで声がかかるのを待って

いたりするのではなく、庭園の入り口

付近や御殿の玄関口などで風景に

溶け込むようにたたずみ、静かに目

配りをしていた。ただ一つ残念だっ

たことは、曲水の庭を散策中に遭遇

した保守作業にあたっている人たち。

快晴の日曜日だというのに、作業服

に長靴という出で立ちで、遣り水の

中を闊歩していた。曲水の庭といえば、

平泉・毛越寺でも行われる平安朝の

優雅な行事「曲水の宴」の舞台。往

時の風情に思いをはせながら散策

している目の前で、杯が流される遣り

水を長靴で歩かれたのでは興ざめ

する。とはいえ、彼らも仕事だったの

であろう。何か不都合があって点検

していたのかもしれない。そういう場

合はどうすればよいか。その“仕事”

も風景になじませ、情緒を演出してし

まうことが大事だ。たとえば、作務衣

姿にわらじを履き、手作りの竹製の

道具を手に仕事をしていれば、当時

もこんな風に作業していたのかなぁ、

と見る人に知的満足感を与えること

ができる。もてなしには、こうした“見

える”努力も必要なのである。 

経営コンサルタント　岩渕公二 
（ジーベック代表取締役） 

　前号で予告したとおり、4月下旬、九州・鹿児島を訪ねてきた。およそ
1年ぶりに再会した薩摩の街々。現代社会のドラスティックな変化とは
裏腹に、変わることなく静かにたたずむその風情には、歴史に刻まれた
伝統と文化の重さを垣間見ることができる。今月の『流通・通』は、近
代日本発祥の地といわれる薩摩の国で出会った話題から。 

“見えない”努力、“見える”努力。 

あぐら  
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たのは初めてのことでした。現在「きらら」

は、盛岡エリアでは川徳と駅ビルフェザン

のみで限定販売しています。 

 
―そのフェザン出店はいつ頃決まった
のですか。 
　経営革新企業の承認を受けたのと、

ほぼ同時でした。フェザンへは以前から

出店したい意向を伝えており、今回のリ

ニューアルの際にお話を頂いたのです。

しかし決定してからが大変でした。とい

うのも経営革新企業の申請は「きらら」

販売のためでしたので、フェザン出店で

計画案そのものを変更して申請し直さな

くてはならなくなったのです。オープンま

で時間のない中で店舗作りと申請書類

作成が同時進行で、久慈地域中小企

業支援センターの所長さんには随分と

助けていただきました。実を言うとこの承

認申請を行うことになったのも、そもそも

はセンターの勉強会で勧められたのがきっ

かけなのです。複雑で専門的な書類作

成の指導もさることながらスタッフの励ま

しや協力があったので（申請に）挑戦す

る気になれ、結果として貸付制度を受け

ることもできました。我々中小企業が成

功するためには、このような協力や支援

策は積極的に利用すべきでしょう。 

 

―出店の反応はいかがでしたか。 
　当初は投資や経費の面で「やってい

けるだろうか」という思いもありましたが、

初日は品切れするほどの大盛況で、売

上も目標額以上でした。「東京の羽田（空

港）と八重洲（東京駅）を制した銘菓は

日本を制する」というように、岩手におい

ては盛岡駅への出店はやはり大きい。

しかし基本は商品の良し悪し。商品そ

のものに「勝ち抜いていける力」があっ

たからこそだと思っています。今後フェ

ザン店は当社に対するお客様のイメー

ジを掴むと同時にニーズを探っていくア

ンテナショップと位置づけて、メニューの

蓄積や素材のリサーチに生かしていこ

うと考えています。販売では季節感やさ

りげないサービスを意識して、常にフレッ

シュ感を押し出しながら当社の商品を

多くの皆様に知って頂きたいと考えて

います。 

 

―御社の商品づくりのポリシーは。 
　お菓子は、それをきっかけに会話が

弾むようなコミュニケーションの基本にな

るものです。そのため当社のお菓子（銘

菓）にはすべてに物語性を持たせるよ

うにしています。例えば主力商品「ぶす

のこぶ」は久慈渓流にまつわる言い伝

えをヒントに作ったものですが、その名

前の可笑しさと味の素朴さで発売当初

から大きな反響がありました。また、この

お菓子を贈られた若い女性が憤慨した

話を何人もの人から聞かされたり、名の

由来を訊ねられることもしばしばでした。

そもそも人を驚かせることが私は好きで

すし、熱狂的な映画少年だったこともあ

り、物語のある菓子づくりがしごく自然な

営みにもなっているのです。味や見た目

の良さの追求こそが菓子づくりの本義

なのかもしれませんが、お菓子を通して

当社とお客様が、あるいはお客様同士

がコミュニケーションできるなら、それは

素晴らしいことではないでしょうか。実は

盛岡への出店を契機に当地にちなんだ

名前の商標登録もすでに済ましていま

すので、新たな銘菓の開発に取り組み

たいと考えています。 

 
―販売スタイルにもこだわりがあるよ
うですね。 
　商品を育てていくということは、需要

に対して供給を少なめにしていくことだ

と思うのです。ですから当社では量販

店などへの卸販売はかなり少なめにし

ています。どこにでもあるような商品には

したくないからです。こうした販売戦略

が話題性に結びつけば人が集まり、結

果として地元の利益にも結びついてい

くと考えています。現在、日本の経済は

中央寄りになるばかりで地方は収縮し

ていく一方にあります。久慈市も例外で

はなく、公共事業の減少や大型スーパー

の郊外への進出などによって中心部は

活性化の必要性に迫られています。こ

れからは守るだけではなく、自分の会社

はもちろん次世代のことも考え、一社で

も二社でも多くの企業を育てていくとい

う姿勢が大切になっていくでしょう。 

 
―今後の予定と展望は。 
　当社では現在、銘菓工場を備えた工

場店、洋菓子工場を備えた本店、三光

ストア店、種市店の４店舗ほか、この３月

にはフェザン店をオープンしました。また

飲食事業としては、久慈市文化会館ア

ンバーホールにて軽食喫茶ラウンジ「マ

グニピコ」を経営しているほか、市内のショッ

ピングセンター内へコーヒーショップも出

店しています。さらにこの７月からは、仙

台市内で飲食店をチェーン展開してい

るカリーナグループのメニューに当社の

「きらら」が登場することも決まっています。

製造部門はこれまでどおり物語性のあ

るものを開発していきますが、会社全体

としては当然のことですが、時代の流れ

や環境を敏感にキャッチしながら成長し

ていければと考えています。 

 
―最後に、経営革新の成功の秘訣を
教えてください。 
　昭和40年代後半に手掛けたアメリカ

ンワッフルはじめ50年代にはクレープを、

そして60年代にはジャンボシューを発売

するなど、当社はこれまで時代の一歩

先をいく商品開発を行ってきました。も

ちろん新事業への進出においては、ダ

メになったらどうするかまで徹底的に分

析したあとで取り組むようにしてきました。

今回、久慈地域中小企業支援センター

の勉強会へ参加して気付いたのは、常

に前へ前へと進んでいこうとする、この

私の取り組みそのものがすでに経営革

新だったのだということです。 

　とはいえ新事業へ参入していくのには、

誰にとっても心配事や不安がつきまとう

ものです。綿密な経営革新の計画があ

るのは当然のことですが、なにより大事

なのは、その中へ飛び込んでいく度胸

なのだと思います。これは今回のフェザ

ンへの出店で、私自身が強く感じたこと

です。経営者に必要なもの、それは経

営革新への気概と度胸。これに尽きる

と思いますね。 

有限会社　沢菊 
 

所在地 久慈市大川目町2-4-2 
電　話 0194-55-2206 
代表者 宮沢陽一 
創　業 昭和5年 
従業員 26名 
業　種 菓子製造小売 
 

沿　革 
　昭和5年、久慈市で飴玉や南部煎餅
等の製造販売業として創業。社名は、
初代の名前（宮沢菊松）からとられた
もの。初代が開発した黒糖饅頭の人気
などにより徐々に事業を拡大してきた。
現社長で3代目の宮沢陽一氏は盛岡
市内の菓子店などで修行を積んだのち、
昭和47年に社長に就任。同年発売し
た「ぶすのこぶ」はその名前のユニー
クさに加え、上品な甘さの小倉餡と洋
菓子のような皮が好評を博し、久慈を
代表する銘菓として30年以上のベスト
セラー商品。このほか久慈市出身の柔
道家にちなんだ「十段」、俳優・森繁久
彌が久慈を訪れた際のエピソードにち
なんだ「桃べっぴん」、「殿琥珀でござ
います」「ケサランパサラン」などユニー
クなネーミングの銘菓が数多く揃う。 

1　「人を“おっ”と思わせ、会話が弾むよう
な菓子を作りたい」と社長の宮沢陽一さん。
地元の歴史や文化に根ざした話題性のあ
る商品開発姿勢は、（財）食品流通構造改
善促進機構の「優良経営食料品等小売店
コンクール」において同機構会長賞も受賞
した。また「味だけではなく、目に見えない
衛生面にいかに神経を使うかも大事」と工

場の衛生管理も徹底。厚生省（現厚生労働
省）の「8年度食品衛生優良施設」におい
て大臣表彰を受けてもいる。 

23　出来上がったチーズケーキ「きらら」
はスタッフの手によってひとつひとつ丁
寧にパッケージされ、上質なフレッシュチー
ズの美味しさを楽しんでもらうため冷凍
状態で出荷されていく。 

4　沢菊のベストセラー商品「ぶすのこぶ」
は、小倉餡にバター時雨種をまぶして焼き、
沢ガニが小石に卵を産みつけた様子を表
現した焼き菓子。日本茶にも紅茶にも合う
と評判の美味しさだ。 

5　沢菊は大川目町にある銘菓工場のほか、
十八日町には洋菓子工場をそなえた本店
がある。商品ラインナップは現在、和菓子・
洋菓子合わせ約200アイテムを数える。 

 

　国道281号沿いにある沢菊工場店。広い駐
車場とレンガ造りのモダンな外観を持つ店舗は、
数多くの成長企業を徹底分析した宮沢社長な
りの結論。敷地内には事務所と銘菓工場も建っ
ている。 
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　岩手県では、厳しい経済環境の中、地域の経済の活性化を図るため、盛岡駅西口のイ
ンテリジェントビル「マリオス７Ｆ」にインキュベートルームを設置し、管理運営を（財）
いわて産業振興センターに委託しております。 
　このインキュベートルームでは、創業間もない方や、新たに事業を開始する方、既存
企業の方で、新事業展開をお考えの方等を対象として、低廉な料金で施設を提供すると
ともに、3名のマネージャーを中心としたきめ細やかなソフトの支援体制を整えています。 

「いわて新産業創造センター」 

インキュベートルーム 入居者募集案内 
　岩手県では、厳しい経済環境の中、地域の経済の活性化を図るため、盛岡駅西口のイ
ンテリジェントビル「マリオス７Ｆ」にインキュベートルームを設置し、管理運営を（財）
いわて産業振興センターに委託しております。 
　このインキュベートルームでは、創業間もない方や、新たに事業を開始する方、既存
企業の方で、新事業展開をお考えの方等を対象として、低廉な料金で施設を提供すると
ともに、3名のマネージャーを中心としたきめ細やかなソフトの支援体制を整えています。 

「いわて新産業創造センター」 

インキュベートルーム 入居者募集案内 

 新事業支援課  TEL 019-621-5070　FAX 019-621-5481 
   E-mail　kigyouka２@joho-iwate.or.jp
お申込み・ 
お問合わせ先 

インキュベートルーム募集案内 
■入居資格 
　創業者　創業５年未満の企業又は個人等（これから創業する方を含みます。） 
　新事業展開をお考えの企業または個人 
　研究開発型企業　各種研究開発を行う企業又は団体等 

■申込方法 
　「インキュベートルーム入居申込書」に必要事項を記載のうえ、当セン
ターに提出してください。様式は、当センターにお越しいただくか、又は
下記のホームページからダウンロードしてください。 
　http://www.joho-iwate.or.jp/info/incu  

■募集期間 
随時受け付けます。 

■入居者の決定 
　申込みに応じ、入居審査委員会を開催し、入居者を決定します。 
※　入居審査会で簡単なプレゼンテーションをしていただくことを予定しています。 

募集するインキュベートルーム 
インキュベートルーム2号室、4号室、7号室（合計3室） 
 
規　　格 約9.5ｍ×3.2ｍ＝約30m2、床はフリーアクセス

仕様 
附属設備 電話・ＦＡＸ各１回線、多機能電話機１台、電源

100V20A 
設置場所 マリオス７階　いわて新産業創造センター内　 
利用料金 63,000円／月 
 ※敷 金 等　敷金、礼金及び施設の共益費は徴

収しません。 
 ※電気料等　電気料金、電話料金及び地域冷暖

房費（時間外使用分）等は入居者
の負担となります。 

利用期間 ３年以内（ただし、年度毎に継続入居審査を行い
ます。） 

入居可能日 平成16年6月より 

※大企業は対象外となっております。 

 情報研修課 TEL 019-621-5390 
  FAX 019-621-5480 
 E-mail：kenshu@joho-iwate.or.jp 
 URL http://www.joho-iwate.or.jp/kenshu

お申込み・ 
お問合わせ先 

経営分析&キャッシュフロー講座 
 
◆　内　容 モデル決算書を使った経営分析と

キャッシュフロー計算書作成 
◆　講　師  税理士楢山直樹事務所 楢山直樹 
◆　日　程 平成16年8月23・24日 
◆　会　場 安代町・ホテル安比グランドアネックス 
◆　受講料 約8，000円 
 （受講者数により変動・定員30名で約半額） 

◆　宿泊代 10,000円 

ISO9001内部監査員養成講座  
◆　内　容 シリーズ概要、要求事項、不適合指摘、 
 是正処置技法他 
◆　講　師 （有）高野テクノサービス 高野清治 
◆　日　程 平成16年6月22・23・24日 
◆　会　場 金ヶ崎町・ウェルサンピア金ヶ崎 
◆　受講料  約12，000円 
 （受講者数により変動・定員30名で約半額） 

◆　宿泊代 20,000円 
 

営業マン養成講座 
 
◆　内　容 販売計画、実績管理、得意先管理、新規

開拓、企画提案営業他 
◆　講　師  日本創造経営協会 中村邦則 
◆　日　程 平成16年7月12・13、21・22日 
◆　会　場 松尾村・八幡平ロイヤルホテル 
◆　受講料 約14，000円 
 （受講者数により変動・定員30名で約半額） 

◆　宿泊代 10，000円×2回 
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